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好循環・加速化に向けて
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１．第6期計画の策定と計画期間内
の検討スケジュールについて



第６期国土交通省技術基本計画の策定について

 技術部会での議論に基づき、令和8年3月31日に、「第6期国土交通省技術基本計画」を策
定・公表。

 『社会の変化を捉えた技術革新を生み出す「イノベーション・エコシステム」の好循環を確立し、
持続可能で強靱な社会を築き、安全・安心で豊かな未来を創造すること』を目標として、「研究
開発の強化」、「社会実装の加速化」、「技術政策を支える人材育成」に取り組む。



 イノベーション・エコシステムを機能させていくためには、その概念について各主体が理解を深めて、
それぞれの役割を果たしていくことが重要である。

 このため、イノベーション・エコシステムの認知拡大に取り組むとともに、実現する技術等の研究開
発及び社会実装の進捗状況について、技術部会等においてフォローし、好事例の横展開、課
題・解決方針の明確化を図る。

イノベーション・エコシステムによる好循環の達成に向けて

「イノベーション・エコシステム」の考えを取り入れて、
５つの『目指す社会』に資する分野別技術政策を推進

技術部会
・技術政策の取組状況を確認
・好事例の横展開
・課題、解決方針等の提示 取組状況

を集約

「イノベーション・エコシステム」の機能として、
横断的技術政策を推進

○横断的技術政策の取組状況・課題認識の報告
・関係者が全体像を容易に把握できるように、
新技術の社会実装プロセスを体系的に整理、
プラットフォームで提供。
・スタートアップ等との現場ニーズ技術シーズ
マッチングや技術実証の取組を強化。
・各企業等の技術者育成、技術継承や雇用制度
等の事例を収集、好事例を全国に普及展開。・

・
・

取組状況
を集約

○分野技術政策の取組状況・課題認識の報告
○分野技術政策の参考となる他分野事例等の報告 等
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 令和8年度～令和11年度はイノベーション・エコシステムの好事例の横展開などを目的に有識者のプレゼン
や国交省の取組説明をもとに議論を行う。

 令和12年度は１年間をかけて次期技術基本計画について議論を行う。

次期計画期間内における検討スケジュール

第４四半期第３四半期第２四半期第１四半期

R8年度

R9年度

R10年度

R11年度

R12年度 次期技術基本計画について１年間かけて議論

※必要に応じて追加開催を検討

１．議題・進め方（案）：
① 年度の前半では、５つの目指す社会の姿をテーマに有識者のプレゼンや国交省の取組説明を行い、
これをもとに議論する。特に令和８年度はスマート社会をテーマとしてAIを議論の中心とする。

② 年度の後半では、技術開発プラットフォーム、スタートアップとの連携強化、人材育成等の横断的技
術政策の取組説明を行い、これと年度前半の審議を踏まえたイノベーション・エコシステムの発展に
ついて議論する。

議題①
議題②

議題① 議題②

議題②

２．スケジュール（案）：下記の通り想定

AI・デジタル技術の徹底的な活用による
スマートな社会（特にAI活用を中心）

議題①
横断的技術政策の進捗把握

イノベーション・エコシステムの発展方策

議題②

議題①

※議題のテーマは社会情勢も
踏まえて柔軟に設定
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２．既存の計画等における
AIの位置づけについて



政府におけるAIに関する動向について（AI法）

 AIのイノベーションを促進しつつ、リスクに対応するため、令和7年6月4日にAI法が公布・一部施行され、９
月１日にはAI戦略本部の設置に係る規定等も含め、全面施行された。

 AI法では、人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する基本的な計画を定めることとされてい
る。

参照：内閣府人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（ＡＩ法） 概要



政府におけるAIに関する取組について（人工知能基本計画）

 令和7年12月、AIの利活用や開発に関する初の国家戦略として「人工知能基本計画」が閣議決定
 AIの利活用や開発を巡る状況の変化等を踏まえ、令和8年7月第Ⅱ期計画として改定。
 「世界で最もＡＩを開発・活用しやすい国」を掲げ、我が国が持つ「現場の力」をAIの実装能力へと転換す

るため、「暗黙知」を含む現場の経験や知識をデータとして活用する「バーティカルAI」と、その成果を現実空
間で実行する「フィジカルAI」に重点を置き、社会実装を加速することが示された。

参照：内閣府第Ⅱ期人工知能基本計画（概要）



３．国土交通分野における取組



国土交通分野が目指すAIの活用の姿 （事例）

• • • •

•

•

•••

•



【参考】 国土交通分野におけるAI活用に向けた取組事例①

スタック車両

スタック車両の検知

CCTV＋AI技術活用による
交通障害自動検知

交通障害自動検知

現地対応
（立ち往生車両の早期移動

措置等の実現）






飛行映像と検出例









【参考】 国土交通分野におけるAI活用に向けた取組事例②

 





AI気象モデルと従来モデルの併用等による予報精度向上（将来予測）
活用イメージの例



国土交通省インフラ分野のAI実装に向けた取組方針







AIの実装に向けたインフラ分野の特性の理解

一品生産性 

気象・地形・地質が現場ごとに異
なる。同一条件のデータ大量収集
が困難であり、AIの学習や汎化性
能の担保に課題。 

発注者、元請、下請、専門会社
など関与者が重層的。現場データ
が各所に分散し、収集・統合・共
有が複雑化。 

公共性の高さ 

国や自治体の関与が大きい。国主
導でのデータ標準化、制度・基準
の整備と、産学官の連携体制構
築が前提条件となる。 

インフラ固有の特性を理解することがAI実装の出発点であり、現場を介する様々なデータが整備されることで固
有の強みともなり得る。

多層的な事業者構造 

不確実な環境 

屋外作業が基本。突発的な事象
が多く、学習データと現実の乖離リ
スクが高い。「人の判断×AI」の連
携が必須。 

国土交通省インフラ分野のAI実装に向けた取組方針
（令和８年９月４日公表） 概要より抜粋



取組方針を推進するための具体的施策

AI実装を持続的に機能させ、好循環を生み出すために「人材・組織体制の構築」、「AI利活用環
境の整備」、「データ基盤の確立」
の3要素を戦略的・体系的に推進する。

人材・組織体制の構築

AI利活用環境の整備

データ基盤の確立

① AI実装体制づくり
地整・事務所等にAI活用を牽引する体制を設置し、現場実装の実践・検証・改善を主導
② 技術動向の取り込みと横展開
民間・研究機関との交流を通じ最新技術を継続的に取り込み、先進事例を組織的に横展開
③ AIを活用した人材育成
AIを育成ツールとして活用し、現場対応力と専門的判断力を継続的に高める仕組みを構築

① 直轄事務所等でのAI利用環境
汎用AIと専門業務特化AIを相互運用できる環境を整備
② セキュリティの確保
AI学習利用範囲・条件を明確化し、安全かつ実効的なAI活用環境とセキュリティ体制を構築
③ AI臨場等による監督・検査の効率化
ASPにおけるAI実装と基準・規格値と出来形データのAI照合により、負担軽減

① 成果物の運用方針
PDF主体の納品形態を見直し、AIが参照・学習しやすい構造化データとして整備
② 施工データ活用ルールの構築
施工データ等をフィジカルAIの学習・改善に活用できる基盤の構築を推進
③ データ流通基盤の構築
技術基準等の構造化・BIM/CIM活用・MCP等によるシームレスなデータ連携環境を整備

国土交通省インフラ分野のAI実装に向けた取組方針
（令和８年９月４日公表） 概要より抜粋



建設分野におけるフィジカルAI戦略（中間とりまとめ）











４．イノベーション・エコシステムの
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令和８年度の技術部会の進め方について

 第６期国土交通省技術基本計画の策定後、AIの活用が著しく進展している。
 また、技術基本計画の考え方を踏まえ、今般のAIの状況を捉え、「国土交通省インフラ分野のAI実装に向

けた取組方針」等（以下、「AI取組方針等」とする。）が示されたところ。
 このため、AI取組方針や他分野のAI活用に向けた取組も踏まえ、「研究開発」、「社会実装」、「人材育成」

の３つの視点から、特に優先的に取り組むべき施策や、施策を進める上での留意点を議論し、技術基本計
画のフォローアップを行うことで、イノベーション・エコシステムの好循環を確立していくことを目指す。



【研究開発】技術基本計画における基本方針とAI活用に向けた取組方針



•

•

•

•

•

＜「AI取組方針等」における記載例＞

•

•

＜技術基本計画＞



【社会実装】技術基本計画における基本方針とAI活用に向けた取組方針

•

•

•

•

•



＜「AI取組方針等」における記載例＞

＜技術基本計画＞



【人材育成】技術基本計画における基本方針とAI活用に向けた取組方針

•

•

•

•



＜「AI取組方針等」における記載例＞

＜技術基本計画＞



他分野におけるAI活用や社会実装の取組事例等をヒアリング























本日の技術部会でご議論いただきたいこと


